
② 環境保全上健全な水循環の確保に向けた取組

○ 湖沼及び閉鎖性海域を除き、環境基準の達成率は概ね高い値。概 況

水質汚濁に係る環境基準の達成率

※ 環境基準達成率 ：

環 境基準達成水域数／

類 型指定水域数×100

（健康項目,地下水については、

環境基準達成調査地点 数／（井戸）

調査地点 数）（井戸）

（ ：新規設定 ：第１回点検後ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ）今後の政策に向けた提言

ノンポイントソースによる水質汚濁に対応するための取組重点調査事項①：

○ 当面、適正な施肥の推進、家畜排せつ物の適正管理等一定の効果が見込まれる対
策について、取組状況を把握し、必要な改善を図っていくべき。

閉鎖性水域における環境改善のための取組重点調査事項②：

○ 汚濁メカニズムの解明を進めるとともに、汚水処理施設、廃棄物処理施設等の整
備、流入河川、湖沼、海域等に対する浄化対策事業等を総合的に推進すべき。

流域における水循環改善のための取組重点調査事項③：

○ 連絡会議等の活用により関係府省間の連携を図るとともに、流域ごとに地方公共
団体が連携し、関係主体と協力しながら望ましい水循環の姿を共有し、具体的な取
組を実践すべき。


